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｢ 乗北電力:r･ま福島原発事

｣かのだん学を可引か故ト
ト
■

｣
田中三 彦さん

( 元国会事.故調委員)

｢ 新規制基準は

世界
一

なのか｣

後藤政志さん

( 元原子炉格納容器毀計者)

東北電力は｢2 0 1 8 年後半

以降｣ に女川原発 2 号機を再

稼働するとしていますが､ それに

は宮城県と女川町､ 石巻市の

同意が必要です｡ 特に､ 女川

原発の再稼働は宮城県知事の

姿勢によって大きく左右されま

す｡ 宮城県民の皆さん､ 原発技

術者の意見を聴いてこの問題に

ついて共に考えましよう!

原発技術者ガ語る女川原発再稼働の間克

2 01 7 年

日時1 0 月7 日(土) 午後1 時 ～ 4 時3 0 分 開場12 時 3 0 分

会場 仙台市福祉プラザ ふれあいホ ー

ル慧芸慧諾監芸芸ゞ
車 徒歩3 分

主催:

脱原発をめざす宮城県議の芸

文川原発の再稼働を許さない ! みやぎアクション

連絡先 : ℡/ M O 2 2 ･

3 73 -

7 0 0 0(篠原)

E m ail : h a g O 7 3 1 4 @ nift31 n e .j p

ブ ロ グ : h tt p :〟d k a z e n ok ai .bl o g .fb 2 . c o m /
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摩罵技術者ガ療養
~
-一家附療療商稼働廟顧願
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日時 2b17 年 10 月
~
了日(土) 午後1 時 ～互

~
睡3 0 分( 開場12 時 3 0 分) =

会場 仙台市福祉プラザ ふれあいホ ー ル 入場無料

3 .11 大震災で基準をはるかに上回る揺れに襲われ､ 多数のひび割れが見つ かつている

｢被災原発｣ を再稼働させてよいのか? 福島第 一 原発事故の原因は解明されてもいないの

に ､ 同じ型 の原子炉を再稼働させてよいの か? 原発の構造と現場を熟知した技術者の意

見を聴いて､
~支川原発再稼働の是非について共に考えましょう｡ そしてこ の問題を宮城県知

事選の争点のひとつとしていきましよう｡

☆き プログラム

12 :3 0 開場

1 3 : 0 0 開会

講演1 ｢ 乗北電力は福島原発事故から何を学んだのか｣

田中≡彦さん(元 国会事故調委員)

講演2 ｢ 新規制基準は世界
一

なのか｣

後藤政志さん( 元原子炉格納容器設計者)

1 5 :1 0 休憩

1 5 :2 5 会場を交えたディスカ ッション

1 6 :3 0 閉会

☆多 読演者プロフィ ー ル

田中 三彦( たなか みつ ひこ) さん

19 6 8 年東京工大卒業後､ 日立製作所の系列会社｢ パブコ ツ

ワ日立｣ に入社し､ 福島第
一 原発 4 号機などの 原子炉圧力容

器の設計に関わる｡ 19 7 7 年退社し､ サイエ ンスライタ
ー とし

て翻訳 ･科学評論を執筆｡ ｢ 柏崎刈羽原発の閉鎖を訴える科

学者 ･技術者の会｣ 呼び かけ人 ｡ 東電福島原子力発電所事故

調査委員会( 国会事故調) 元委員｡

後藤 政志(ごとう まさし) さん

工学博士 ｡ 198 9 年､ 乗芝に入社｡ 原子炉格納容器の圧力と

温度に対する強度設計を研究 ｡ 十数年にわたり原子炉格納

容器の設計を手がける ｡ 福島第
一

原発事故の翌日､ 田中三

彦民らとともに記者芸見し､ 炉心溶融の危険性をいち早< 指

摘した｡ 以来､ 原子炉格納容器設計者の観点から福島第
一 原

発事故の分析を行っ ている｡

主催:

脱原発をめざす宮城県議の会
宮城県議会(定数5 9) の超党派の県議有志2 0 人

によっ て結成された｡ ①原発依存からの脱却を目

指す②安川原発再稼働に反対する人々 ､ 慎重な

対応を求める人々 と思いを同じくする･ ･ ･

の 2 点を

目的とし､ 学習会や意見交換の 場などを中心 に

活動を進める｡ この ような ｢ 脱原発｣ をうたっ た

会の設立は原発立地1 3 道県議会で初めて ｡ 会長

は､ 佐々 木功悦県議( みやぎ県民の 声) ｡ 副会長

は､ 菅間進県議(無所属の会) ､ 中嶋廉県議( 日本

共産党) ｡ 事務局長は､ 岸田清実県議(社民党) ｡

女 川 原 発 の 再 稼 働 を 許 さな い!

みやぎアクション
｢ みやぎアクション｣ は｢ 文川原発の再稼働を許さ

ない! ｣ という思 いで集まり行動する宮城県民

のネットワ
ー

ク｡ 福島原発事故以降､ 県内で行動

を起こした多< の個人や団体が
"

ゆるやかに
"

っ

ながって ､ 文川原発の 再稼働阻止そして廃炉を

目指して ､ 集会や講演会の開催､ 東北電力や県と

の交渉などに取り組んでいる｡




